
10.廃棄物処理施設での

焼却炉ダイオキシン測定結果について 

環境工学技術系　大泉学 

1.　はじめに

焼却時(ノ)ダィオキシン頬(]j凝生が、問題視されている..行政的にも、廃棄物の処理

及び清掃に関する法棒や大気汚敬防止法関係の法整備が進められ、焼却炉の大きさに

J;>r'、そn-れ=)馴f';が小さ?.-ふf」ご'ミミ移行l打開であこ,I.全て(7)既設tf^CO排ガス規(fr/直

は、平成14年11月30日鴬で80ng/m3であるが、それ以後は、l-10ngXm3と太

帖)f<--.シ強し.く/こi:)
廃^il勿処tm,投f'}'】ttSi掛川ヒ、処理能-)r,ド/J、さく、これ㍉(_ノ)規制対壊にIl台・七れ

ないしかし、1*i亡∵iい:'小]ミ^r'T,焼却'F'^どか;jtnダイオキシン(I)栄/L-*
_-..サニついて
ヰ)関zL、が持たれるようにな-)ており、塩素系有機溶媒を含めた有機系実験廃液u)焼却

処理を行っている施設としては、現在u.)運転状態の確認が必要と考えたi,今年7月に

依相-h-I.'排y/x、>/',;-.i
("i..1.M/K、�";;t*&水中「�"^'j;Eについてu〕J/イオキシン頬L))分析結果
を報告する‥

2,ダイオキシン類について

�"�"'II.-.':x.「ー々、ィ十ヤシンW>.fニトれていろ,1
(�",();
E't、>J(/J-'ミンJ,ナンサ*r"i.*!rt【"li'.]<>相な・;辛51つでo/」

いだ骨格v)/J葺≡り塩化ベンゾソランCDド)

と20('J恨,fcで�"-)Aこい�"/-、′い1Mi�"-Mill.化ジナキシン
(PCト)D)co総称で、それぞれに塩素がて1

か「;8II'1'],EでM-い/:-.柵Juが*えミ、,れ、全部で

210種籾になる,,塩素())数や位置によって毒
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性が異なるため、図lに示した-番毒性の強い2,3,7,8四塩化ジオキシン汀4CDD)

u)毒性を‾12とした、毒性等価係数が決められている,な210種類のうち17種類にこの毒

性等価係数が有り、 -般に言われるダイオキシン類u)濃度は、各物質の濃度に毒性等
価係放IwTO　&.*出し,,/- :])総和;:j亡る
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3.　噴霧焼却

炉の運転概要

図2に噴務焼却
炉u)概略を示した1,

こU)焼却炉で燃焼
処理を行っている

廃液は、有機溶媒
やオイルを中心と

した可燃性廃液と、
ホルマリンの他ア

ンモニアやEDT
A、シアン化合物

/cど::.!&ィfモ,'Sを即・J、A榊''�"-,/>.1i,iA.ili二、とした榔燃t.1新任でぁり、処理能-J:は、[�"'燃・肘蕗te



2 O 且 / 時, 難燃性廃液 4 () 且 / 時で あるj i 有機溶媒は ､
バ - ナ - よ り噴霧焼却され

る一 こ の とき不燃性 の塩素系有機溶媒も可燃性溶媒と適宜混合 して 処理 する ‥

⊥ 方､

襲燃性廃液は ､ ア ト マ イザ
ー

より噴霧され熱分解され る. ) 通常 の 運転で は ､ 炉 内温度

を番市ガ ス で 8 0 0 度に制御 して 処理を して い る. .

8 0 0 度の燃焼ガ ス は ､ 急冷塔 で約 7 0 度に冷やされ ､ 洗浄塔を通 っ た後 ､ 水分を取

F) 除き ､ 最後に水蒸気を目立 たなくする ため に ､ 療却炉 の 余熱 で作られた熱風と共に

大気中 - 放出され る∃ こ こ で ､ 急冷塔 ､ 洗浄塔 の 永は ､ それぞれ p II 7
,

8 以上にな

るよう苛性 ソ
- ダを加 えなが ら循環使用 して い る,

-

内容物

可燃性廃液 オイ ル 2 O 農
,

トル エ ン
.

ベ ン ゼ ン 1 () 皮

ク u ロ ホプレム . 塩 化エ チ レ ン
,

トリ エ チ /レア ミ ン 2 0 色

ア ル コ - ー み 3 u 皇

メ タノ
-

) i,
.
ア セ トン

.

ベ ン ゼ ン 2 0 且

メ タノ ー
ー

) i ,
. ア セ ト ン .

ベ ン ゼ ン .

‾トル エ ン . 酢酸 エ チ ル 2 0 且

合計 1 2 8 リ ッ L )レ

憂愁一性廃液 酢酸鈎 , 酢酸敢 鉛!
シ ュ ウ醸,

ク エ ン 酸, 酒石 酸,
タ t 1 ム な ど

合 計 1 3 ∈) リッ トル

表 1 . 処 理 廃 液 の 内容

表 l に ､ 排 ガ ス サ ン 7
'

リ ン グ当 日 の 廃液の 内容を

示 した
< 可燃性廃液と して

は ､ 単独 で は処理 の できな

い オイ ルや塩素系有機物が

やや多い が ､ 持ち込 まれて

来る廃液 との 関孫上 ､ ほぼ

毎日 こ の ような割合で混合

して お り ､ 特に意図 して 調

整 して ほ い な い
‥

今回 a ) ダイ オキ シ ン 類

の測定は ､ 排ガス に つ い て は ､ 熱風が混合する前の部分よ Vj サ ン プリ ン グを行な っ た, ,

意た ､ 洗建水に つ い て は､ 1 0 日間循環使用後の 廃水に つ い て ､ 沈澱 と上 教 訓 こ分け

て の測定を依頼した ,

4 . 結果 と考療
項 目 平 均

サ

ン

プ

リ

ン

グ

口

排 ガ ス 温 度 4 2 - 4 と主 て: 4 5
1
∴

c

排 ガス 流速 3 . 6
･

- 4 . O l rL ,
i
s 3 , 8 I n/ s

排 ガ ス C P 溝度 2 - 6 p p 王n 3 . 3 p p n

排 ガ ス 0 ･

1 浪度 9 . 4 - l l . 6 % 1 ミ) . 2 %

排 ガ ス C O
望濃密 6

.
6 ⊥ 7

.
2 % 6

.
9 %

採取 ガ ス 量 3
-
6 9 6 N m L3

恵焼温度 8 1 () -

8 2 8
1:

c

急冷塔出口き温度 6 2 - 6 8
r
=

c

2 5 % N aL( )i一輪嫡使 用像 ア () 色/ 日

表 2 . 排ガ ス 試料採取時の運転状況

排 ガ ス の サ ン プ リ ン グ時

に行わ れ た運 転状況 に関

す る計測 値 を表 2 に 示 し

た
‥ 完全燃焼 の 目安と し

て の 酸素濃度,

-

酸1ヒ炭

素濃度共 に 問題 な い 数字

を示 して い た萱 また ､
こ

の 日 の 苛性 ソ
ー ダの 使用

量 は 2 5 % 溶液で 7 0 ゑ で

あ り ､ 焼却処 理 に よ V) 栄

生 する塩酸 の 多 い こ とを

示 して お り ､ 廃液中に ク

ロ ロ ホ ル ム な どの 塩素系

1ヒ合物の濃度が かなり高い と考え られる一

.

表 3 に捧ガス 及び洗煙永♂) 分析結果を毒性等価濃度で 示 した. . 最終的な ダイ オキシ

ン 類濃度托 ､ 各成分 の 毒性等価濃度を合計 した 一

番下 の 碑に な るE.,
また表 4 に それ ぞ

れ の 焼却炉 の 大きさに対する排ガ ス の 規制値 を示 した が ､ 琵設炉 とは ､ 平成 9 年 1 2 月

1 日 にお い て 既に 設置されて い る炉 を表 して い る ,

_
, 表 3 の排ガ ス 中 の ダイ オ キシ ン類

濃度は ､ 実測値に関 して
､ 酸素濃度に よる粛正や温度換算な どを行 っ た慣で あり ､ 2 .0

(T E Q -

喝 / m
:i
) で あるノ こ の 数字は ､ 平成 1 4 年 1 2 月 以降

1
｢ 時間当たり 4 トン 未

満の 焼却能力 の既設炉 に対する規制値+ より も低く い
‥

洗煙水の 測定は､ 焼却処理 U) 際ぴ) ダイ か キシ ン 類の 発生 の他 ､ 捗ガ ス 洗浄装置の能

- 4 7
-



毒性孫数
接 ガ ス 分 析 結 果 洗煙 凍 上 澄 み 洗 煙 永 汚 泥

汀E Q -

n 嘗i m
･
Q
'

) ( T E Q 一 浪g / A ) (T E Q
一 旦g/ 蛋 )

1 0 .1 ? 0 .9 1
2 3 7 8 - T C D D

) I 〉
.i

1 2 3 7 8 - P
5 C D D 0 ,5 0 .

1 8 1 .6
! I ) I

1 望3 4 7 8 -fI . C D D 0 . 1 0 . e 望1 8 .3
! † ) 】 I ( I

1 2 3 6 7 8 一 三 .C D D 0 . 1 0 _0 3 9 o .4 5 毒
〉 〉

I I ) l l

1 2 3 7 8 9 - H .C D D 0 . 1 0 .0 2 4 8 .3 7
き l ) 〉 I ( I

1 2 3 4 6 7 8 - H Cl) D 0 .
O l 0 .0 8 5 0 .

2 4
〉 ) I ) ) I 7

O CⅠ) D 0 ,O o ユ 0 .
e O 1 4 e .O 4 7

8

2 3 7 8 ･ T C D F 0 . 1 0
.
1 2 O ,4 7

〉 † ) ▲l

I 1 2 3 7 8 ･ P C D F 0 .0 5 e . i O .0 0 2 8 a .5 5
) † 7

1 5

l 2 3 4 7 8 一 三
) C I) F 0 .5 0 .7 3 8 .望8 6 1

l I
I I rl

l 1 2 3 4 7 8 息 C D F 0 . 1 0 . 1 7 2 .8
ラ † I 】 † ( I

l 1 2 3 6 7 8 -fI I C I ) F 0 . 1 0 . 1 7
望

.
了

I ? I 】 I ()

1 望 3 7 8 9 -壬‡ .C D F 0 . I 0 .O 1 9 e .2 5
】 I I 〉 ! l )

2 3 4 6 7 8 - H ､C D F 0 - 1 O ,
1 6 ≡.7

! I I I ) 6

1 2 3 4 6 7 8 - H C D F O e l 0 ,O 3 7 e .0 0 1 5 1
‡ I I † I ! 7

t 1 2 3 4 7 8 9 - H ･ C D F O .O l 0 .8 e 5 2 8 . 1 2
! ) ) I ? 事 J

I o 烏C D F 0 .O O l 0 .0 0 0 8 6 O .0 6 8

ダイオ 卑 シ ン 類 望.0 O .
3 1 乏1

衆 3 . ダイオキ シ ン蘇の測定結果

･1 時間当た りU) 処理 能力が o . 1 n g / m
∫‡

4 トン 以上 の も の 既設炉 1 n g / r n
･

'

3

･1 時間当た り U) 処 理 能力 が 1 n g / m
･3

2 トン 以 上 4 トン 未満 の もU) 既設炉 5 n g / m
:3

l 時間当た りU) 処 埋 能力が 5 n g / r n
3

2 トン 未満の も の 既設炉 1 () n g / m
:i

既設 炉 に つ い て 柁 平成 1 4 年 1 1 月 3 0 日 ま で は
､

8 e n g / m
･3

表 4 . ダイオキ シ ン 類 の 排ガ ス 規制値

力を知 るため に ､ 依頼した膏)

の で ある.

ダイイ オ キ シ ン類ほ
､

永か

らは ､ ほ とん ど検出されて い

な い が
､ 汚綻中@) 濃度は 2

l a g / g とかなり高い 値であ

っ た ‥ 汚溌 ､ 排ガ ス の 測定結

果か ら､ 焼却処理で発生した

ダイ オキ シ ン類の約 4 分の 3

が 渉ガス か ら取 り除か れ ､ 汚泥 とな っ て い る と考えられ る･ } 汚泥 は､ 洗煙永中の重金

属ヤ フ ッ 索処理 の 際 ､ をれ らの 沈潜 と共 に凍過されるた め､ 処理感 馴 ､ らはほとんど

凍れ出ない , 排 ガス 中u げ イ か車シ ン 額濃度は高く はない が ､
か な り の慶の ダイオ 卑

シ ンが生成 して い る こ とほ経常 で きた. ･ 発生 した ダイ オキシ ン額柁 ､ どの ような形に

し て も最終的に廃棄 しな けれ ばならず ､ 今後 ､ 燃焼温度や廃液の 混合嘗恰 などを検討

し発生そ の も の の 防止 も考えな ければならな い r t

5 . 終わり に

廃棄物処理施設 U) 焼却炉 で 札 彰脚 ス 郎 ) ダイ オ キ シ ン類濃度は 2 ･0(T E Q - n g / m
:i

)

で あり ､ 現最 階で托特に 問題 と なる濃度で ほな か っ た. ･
し か し今回検出された濃度は ､

今後も維持 しな けれ ばならな い最竜限の 俵と考えて もい る.
- 廃液 の 内容掛ま

一 定で 托

な い が ､ 今回得た酸素や - 酸化炭素濃度 の飽 ､ 苛性ゾ - 御 使用量を注視しながら適

切 な運転管理 に心が ける と共 に ､ 今後も定期的な測定を行い ､ 排ガ ス中の 濃度の 節

や発生量 の低減に努めて 行か なければならない ･ -
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